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富
士
山
で
調
査

富
士
山
頂
で
の
睡
眠
時
に

は
、

登
山
経
験
や
年
齢
に
か

か
わ
ら
ず
激
し
い
低
酸
素
状

態
に
な
る
が
、

日
腔
内
装
置

（マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
）
を
装
着

す
る
こ
と
で
一
定
の
予
防
効

果
が
あ
り
そ
う
だ
―
。

そ
ん

な
調
査
結
果
が
、

富
士
山
測

候
所
を
活
用
す
る
会
が
１
月

２３
日
に
開
い
た
成
果
報
告
会

で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

富
士
山
頂
は
、

酸
素
濃
度

が
平
地
の
３
分
の
２
し
か
な

い
た
め
、

登
山
者
に
と
つ
て

は
過
酷
な
環
境
で
す
。

同
会

は
、

高
所
医
学
の
テ
ー
マ
の

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

鹿
屋
体
育
大
学
の
山
本
正

嘉
教
授
ら
複
数
の
研
究
デ
ー

ム
が
、

富
士
登
山
時
の
生
理

的
負
担
度
の
調
査
を
数
年

間
、

続
け
て
き
ま
し
た
。

そ

の
結
果
、

山
頂
で
の
睡
眠
中

に
は
体
内
の
酸
素
量
が
通
常

の
６０
～
７０
物
台
に
低
下
す
る

こ
と
が
介
か
り
ま
し
た
。

平

地
で
の
全
力
疾
走
時
よ
り
は

る
か
に
欠
乏
し
た
状
態
で
、

在
宅
酸
素
療
法
の
適
用
基
準

８８
物
も
大
き
く
下
回
る
値
で

す
。

こ
の
傾
向
は
、

２０
代
の

若
者
や
登
山
経
験
１５
年
以
上

の
中
高
年
、

登
山
経
験
の
少

な
い
高
齢
者
に
共
通
し
て
い

ま
し
た
。

日
本
登
山
医
学
会
理
事
の

野
口
い
づ
み
鶴
見
大
学
准
教

授

（歯
科
麻
酔
学
）
ら
の
研

究
チ
ー
ム
は
、

睡
眠
時
無
呼

吸
症
候
群
の
治
療
に
使
う
マ

ウ
ス
ピ
ー
ス
を
装
着
す
る
こ

と
が
、

山
頂
睡
眠
時
の
低
酸

素
症
に
効
果
が
あ
る
か
ど
う

か
調
べ
ま
し
た
。

そ
の
結

果
、

装
着
す
る
と
体
内
の
酸

素
量
が
数
多
程
度
回
復
す
る

と
と
も
に
脈
拍
数
も
減
り
、

予
防
に
有
効
ら
し
い
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

高山での睡眠時酸欠

マウスピース

装着が有効か


